
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○主体的に表現できる児童の育成～学
習意欲を向上させ，考えをよりよく形成
する授業のあり方～の探究（校内研究
の充実）

〇「自分の考えを持って進んで表現でき
る」と回答した児童が６５％以上
〇「主体的な学びを意識した授業づくり
を心掛けている」と回答した教員が１０
０％

・対話が生まれる問い・学習課題づくりのた
め，授業研究会や研修会を設定し共有を図
る。
・個別最適な学びのため，クロームブックの
効果的な活用について年５回以上の研修を
設定する。
・学習の振り返りを大事にし，事後の感想や
自分の考えをまとめる時間の充実とその活
用を図る。

B

・「自分の考えを持って進んで表現できる」と
回答した児童が６５％であった。日々の授業
改善によって、さらに向上させていきたい。
・対話が生まれる問い、学習課題づくりを念頭
に置き、約８０％の職員が授業を実践してい
る。今後、全職員が以上の２点について日常
的に授業を実践できるようにしていきたい。

B

・全ての児童にとって、楽しく『わかる』『できる』授業の展開に努めてい
る」と回答した職員は、100％、本年度の校内研究の柱の一つである
対話が生まれる問い、学習課題づくりを念頭に置き、約80％の職員が
授業を実践している。また、「授業の内容がわかる」と回答した児童
は、約95％であり前年度と比較し、3%上がった。
・校内研修や授業研究会等の取組により、全職員が日々の授業改善
に取り組んでいることが分かる。学習環境の充実や学習の振り返りを
奨励したことにより学習のつながりを意識して取り組めるようになって
きている。しかし、児童の意識調査では「人の話はしっかり聞けていま
すか。」という質問項目に対しては肯定的な意見が約95%、「自分の考
えをもって進んで発表していますか。」という質問項目に対して肯定的
な回答が60%と低く、前年度と比較して約10%下がっている。今後は児
童自らが考えをもって表現できるような授業作りとともに自己肯定感を
育んでいく必要であると考える。

B

・具体的取り組みに対する評価「授業研究会や研修会…」に
よって主体性がどのように変わってきたのか？が見えにくい。
判りにくい。
・評価にある「児童自らが考えを持って表現できるような授業
作り・・必要である」が取り組んだ研修の中で何かが足りな
かったのか？
・はなまるタイムや教育講演会は小学校にとって必要か？こ
の学校運営協議会も、学校にとってどうあるべき存在か？
・大人でも間違えを恥ずかしいと思う気持ちがあるので、恥ず
かしくない事をしっかり教えることが大切である。
・授業づくりもだが、学力がついたのかをしっかり評価する必
要がある。
・ちょっと声をかけるだけで笑顔を見せる子が多いので、その

●児童生徒が，自他の生命を尊重する
心，他者への思いやりや社会性，倫理
観や正義感，感動する心など，豊かな心
を身に付ける教育活動

○「心の教育を行い，思いやりの心を育
てている」と回答した教員100％
○「思いやりの心をもち人のために進ん
で動いたり，協力したりできている」の項
目で「できる」と回答した児童85％以上

・命や人権について考える学習の充実
（平和集会や人権旬間の内容の充実）。
・グリーン鉢運動やボランティア活動の
充実。
・ふれあい道徳や道徳の授業の充実を
図る。

B

・平和集会や人権集会を実施して、命や人権につ
いて考えることができていた。
・「子供をよく見て、その子に応じて褒めている」「子
供同士が『認め合う場』を設定するなど、人間関係
づくりを支援している」と１００％の職員が回答して
おり、自己有用感を高めるための指導ができてい
た。

B

・人権同和学習でこどもの人権について取り扱った結
果、自分も友だちも大事にすることは、「いやなことは
いやということ」ということができていた。
・自己有用感を高める指導を継続的に行ったことによ
り、９６％の職員が道徳の授業を通し、思いやりの心を
育てることができた。９月には保護者参観授業を行い、
日頃の道徳指導について周知することができた。

B

・気の合わない人と仲良くすることは大人でも難し
い。それを強いる指導になっていないか。
・自己有用感を高める具体的な手立てが何である
かを知りたい。

●いじめの早期発見，早期対応に向け
た取組の充実

〇「なかよしアンケート」で「学校が楽し
い」と回答した児童９０％以上
○いじめ防止等について組織的対応が
できていると回答した教員９０％以上

・いじめの定義について全職員で再確認し，全
学級共通の教材を活用し（生徒指導部作成），
いじめに関わる道徳の授業を行う。（いじめを生
まない風土作り）
・なかよしアンケートを定期的に行い，いじめの
早期発見を行うとともに，日常観察によりいじめ
と疑われる事案を発見した場合は，すぐに学年
間で共有し，丁寧に聞き取り，対応する。（学年
主任→生徒指導主任→教頭・教務→学校長　と
チームによるライン対応を行う。）

B

・各学級で指導を継続的に行い、いじめを生まない風
土づくりに取り組んだ。定期的に情報共有を行い、担
任のみが関わるのではなく、朝日小学校の職員で関
わるという意識を持つことができた。
・なかよしアンケートを定期的に行い、いじめの早期発
見に努めることができた。情報伝達も学年、生徒指導
主任、管理職のライン対応をとることができた。
・相手を思いやった行動をとれている児童は92.6％だ
が、いじめを０にすることはできていない。早期発見、
早期対応、丁寧な初期対応を引き続き行う。

B

・適切な情報共有を行い、学年や生徒指導主任、管理
職など組織的に対応できるようにした。一方で担任に
よる日常的ないじめに関わる継続的な指導も効果的
だった。
・なかよしアンケートを定期的に行い、いじめの早期発
見に努めた。情報伝達も学年、生徒指導主任、管理職
のライン対応をとり、早期対応を行うことができた。
・相手を思いやった行動をとれている児童は92.8％
だった。早期発見、早期対応、丁寧な初期対応を行う
ことができた。

B

・子どもたちの言葉づかいが気になるときがあ
る。
・いじめや「学校が楽しくない」「安心して過ご
せていない」と回答する児童が少なからずい
るので、少しでも減らしてほしい。
・子どもたちと話す中で、やさしい言葉をかけ
る姿も増えてきている。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち，その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
０％以上

・どの児童に対しても傾聴とともに進ん
で話しかけ，児童をよく観察し，その児
童に応じて褒めていくようにする。
・地域や他機関と連携を進め，主体的に
未来を思い描けるような学習活動を設
定していく。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した子どもが９1％で、子ども
たちをよく観察・傾聴し、褒めて伸ばす雰囲気
ができていた。 B

・「自分のよいところを先生は褒めてくれる」と回答した子どもが93.6％
で、子どもたちをよく観察・傾聴し、褒めて伸ばすことが１年間を通して
行うことができた。学級だけではなく、「学年を見る」という意識をもって
より多くの児童の実態を把握しようという雰囲気も高まっている。
・地域や企業、行政の各担当課との連携を進めた。授業で取り扱った
内容を深めたり、発展的な内容を取り扱ったりする出前講座を計画し
た。各学級学年ではキャリア教育を行い、未来の自分の姿を思い描
き、実現に向けて実践することができた。

A

・子どもたちへの先生方の対応はとてもいい
印象を受ける。
・先生方の言葉かけが温かく感じる。

○主体的に教育活動に取り組む児童の
育成

○「児童が主体的に取り組めるように，
学級活動や学校行事の内容を工夫して
いる」と回答した教員100％
〇「自分で決めてチャレンジしている」と
回答した児童が７０％以上

・これまでの実践や今年度行う取り組みを提案
する。その際，取り組みやすいように学年に応じ
た話し合いの型，議題なども紹介するようにし，
情報共有の機会を設ける。
・行事，教育活動をで児童の出番を増やし，児
童が主体的に取り組めるような提案を行う。

B

・児童が主体的に取り組めるように，学級活動や学校
行事の内容を工夫している教職員が96.3％でほぼ達
成できていた。
・自分で目標を決めてチャレンジしているという児童が
89.8％だった。これからも、児童の出番を増やし、主体
的に取り組むことができるよな活動を取り組んでいきた
い。

B

・主体的な取組の推進ができている教職員が100％で
あり、目標を達成できた。
・教師主導で行っていた行事や活動を見直し、児童が
中心となって活動することができる機会を意図的に設
けたことで、「自分で決めてチャレンジしている」と回答
した児童が89％であり、目標を達成できた。

A

・児童が中心となって進める機会は、子ども達の主体
性を伸ばすことにつながってるのは素晴らしい。
・よい雰囲気で学習できているので継続を期待したい。
・それぞれの目標をもち、高める指導をできればよい。

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上，もしくは晴天
時に外遊びをしているの児童が６５％以
上
〇「運動やスポーツが楽しい」と回答し
た児童が80％以上

・児童と運動のかかわりを深める体育科
学習の充実と外遊びの奨励。
・委員会活動によるスポーツチャレンジ
の実施と学級での取組の充実。 B

.・すすんで運動や外遊びをしていると答えた
児童が84％で、体育科や外遊びの奨励等、児
童の体力の向上に取り組んでいると答えた教
員81.5％でほぼ達成できていた。
・今後、スポーツチャレンジ等を通して学級で
取り組めるようにしていく。

B

・すすんで運動や外遊びをしていると答えた
児童が87.2％で、体育科や外遊びの奨励等、
児童の体力の向上に取り組んでいると答えた
教員92％と、中間評価より増えていた。ス
ポーツチャレンジやなわとび会、学級のイベン
ト等、様々な取り組みに合わせて活動できて
いるようだ。

B

・体を動かすことに関して、地域との連携は進
んでいるのか？子どもクラブの活動や公民館
行事に対して積極的に参加するような声かけ
を学校行っているのか。
・体力は、内でも外でもつくと思うので、外遊び
は、子どもの特性に合わせてよいのでは。

○危機回避能力の育成 ○「災害に備えた防災教育や命を守る
ための安全教育を行うことができた」と
回答した教員100％

・安全・防災教育年間計画を作成し，適切な時
期に効果的な安全・防災教育を行う。
・計画した安全・防災について，パワーポイント
を使い全学級で授業を行う。そのことで，全ての
教室で共通実践がなされ，さらに指導が毎年蓄
積されるようにし，全職員，全児童の安全，防災
に対する意識の向上を図る。

B

・適切な時期に適切な指導を行うことはできていた。また、パ
ワーポイント等を活用することで教職員でも共通理解ができ、
児童にとっても理解しやすい実践を行うことができた。
・「災害に備えた防災教育や命を守るための安全教育を行う
ことができた」に関して、教職員は100％の肯定的な回答だっ
た。
・児童は避難訓練で学習したことを生活に生かしているという
意識は高く、97％の児童が肯定的な回答をしている。

B

・パワーポイントなどを用いて効果的に指導することができ
た。また計画を立てる際には部で話し合い、提案することがで
きた。事前の指導を行い、安全を意識した実践を行うことがで
きた。
・「災害に備えた防災教育や命を守るための安全教育を行う
ことができた」に肯定的に回答した教職員は96.3％だった。
・児童は避難訓練で学習したことを生活に生かしているという
意識は高く、98.2％の児童が肯定的な回答をしている。

A

・水害に合う地域なので、それに合う指導をし
てほしい。
・災害に対しての意欲付けができていると思
う。
・地域の中で危険な遊び等があるので、その
辺も意欲付けができるとよい。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する

・全職員の平均が45時間以内になるよう，毎
日19時までの退勤を目指し声をかけ，月末
には個人の集計の結果を知らせる。
・グーグルフォームによるアンケート調査や
セイネット掲示板の活用を推進する。
・行事等について，半期ごとに見直し，教育
的価値，教育効果を考え精選していく。

B

・ほぼ１９時以降の時間外勤務がなくなり、意識的
に働き方を見直そうという姿勢が多くなった。時間
外勤務が多い職員も、勤務時間表を配布すること
で、勤務時間内での業務遂行に心掛けるように
なった。
・アンケートや連絡事項の周知は、ほぼICT機器活
用に代わり、集計等の時間短縮ができた。
・学年主任会で、次年度の行事の見直しを行う予
定である。

A

・昨年の時間外勤務時間と比較すると、月平
均で約４時間の減少となった。昨年の後半か
ら働き方の見直しへの意識が表れてきた。特
に長期休業中や、業務の少ない月の減少幅
が大きかった。
・ICT機器の活用により、これまで時間がか
かっていた業務が効率的に行えるようになり、
時間外勤務時間の減少にもつながった。

A

・数年前から業務改善に積極的に取り組まれ
て効果が出ていると思われる。先生達の実感
にもつながっているのではない？数値の推移
が見たい。
・学校の現状を見て、地域も協力する必要が
ある。
・月平均の減少を見ると、効率よく業務ができ
ているのではと思う。

○働き方を考え改善していく意識づくり ○「優先順位を考えた働き方ができた」
と回答した職員が８０％

・時間外業務を減らすため，各担当に早
め早めの提案を心掛けさせ，個々で計
画的な業務遂行にあたらせる。 A

・「効率の良い働き方ができた」と回答した職
員が９３％であり、時間効率と退勤時間を考え
た働き方ができてきている。また、会議時間の
短縮も円滑に進んでいる。

A
・すき間時間の活用をこれまで以上に考えた
働き方に変わってきており、約96％のの職員
が、効率の良い働き方を意識しながら業務の
遂行に努めることができていた。

A
・働き方改革の推進、特別支援に関する専門性
の向上については大きな効果があるとあるが、
昨年と比較してどのように向上したか？あるい
は従来のデータはどう活用したか？わかるよう
な資料が欲しい。

●特別支援教育の充実

○全職員での情報共有と校内支援体制
の確立

○特別支援に関する専門性が向上した
と答えた教員90％以上

・学期に２回以上，特別支援教育に関わる研
修会や外部機関との支援会議，巡回指導を
実施し，理解したことを実践化につなげる。
・月に1回，特別支援チームの研修の場を設
定し，チームで対応・対策を考える。
・校内支援委員会を中心に，職員連絡会や
ケース会議でも定期的に全職員による情報
共有の機会を設ける。

A

・特別支援に関する専門性が向上したと答え
た教員が88.9％で、目標に近づくことができ
た。
・特別支援教育に関わる研修会を前期中に2
回実施することができた。
・月に1回特別支援チームの研修の場を設
け、支援体制などについてチームで対応・対
策を考えることができた。

A

・特別支援に関する専門性が向上したと答え
た教員が92.6％で目標を達成することができ
た。
・後期中に2回以上、外部機関との支援会議
や巡回相談を実施することができた。
・前期と同様、月に1回の特別支援チームの
研修の場を設定することができた。
・支援を必要とする児童について、全職員で
情報共有する場を設定することができた。

A

・研修の充実が職員の実感として現れている
のは素晴らしい。以前と比較してほしい。
・どの教職員も経験した方がよいと思う。
・研修もこれくらいの回数が行われているの
で、十分達成できていると思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 ,

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○愛郷心の育成

○地域人材の活用と体験や交流，発信
活動の充実

○「武雄市や朝日町のよさ（じまん）を
知っている」と回答する児童90％以上

・あさひ公民館，あさひこども園や老人
会との連携交流，など，子どもたちが主
体的に地域と関わることができる学習課
題を設定する。（各学年１回以上） B

・いろいろな教科で、ゲストを招いた学習活動や地
域に出かける学習活動が実施できている。
・「地域との交流ができた」と答えた児童は90％
だったが、「市や町のよさを知っている」と答えた児
童は72％だったので、数値目標に届くような取り組
みをしたい。

B

・全学年、いろいろな教科で、地域に出かける学習
やゲストを招いての学習が実施できた。
・「地域との交流ができた」と答えた児童は88％、
「市や町のよさを知っている」と答えた児童は75％
で、前回とあまり変わらなかった。今後は、地域と
の交流が地域のよさを知ることにつながるような取
り組みを考えていきたい。

B

・ムーブフォワード　今年は何が前進できたのか？→
行政の仕事は変えることが難しい。けれども武雄市の
教育大綱は「前に進む」こと。つまり変えていくこと。学
校としてなにを良い方向に変えることができたか？
・無理が出ない形で取り組めばいいと思う。
・目標の９０％は難しいと思うので、８０％でも十分だと
思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

・B評価としている項目は、どのような取り組みをして効果が十分でなかったかを明らかにし、改善法を考えて次年度に具体的な取り組みを考えていきたい。
・どの学級も雰囲気はよく、学ぶ姿勢ができているので、どのような取り組みがそうつながっているかを考え、次年度の継続項目としたい。
・特別支援学級の数や通常学級における配慮が必要な児童の数が今後ますます増えてくる。これまで以上に、インクルーシブ教育の充実を考えていきたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 武雄市立朝日小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

①【学力の向上】…ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりを校内研究の柱とし，授業改善を図り，個別指導，協働的な学びを意識した授業改善につながった。

②【心の教育】…学校が楽しいと思える児童が増えてきており，自己有用感につながってきていると考えるが，否定的な思いもあった。

③【健康・体つくり】…体力づくりを意識している教員と進んで体をうごかしているという児童の意識に差が見られた。

④【特別支援教育の充実】…専門性を高めるための研修を多く重ね，外部との連携を密に取り支援に活かすことができた。特別支援教育が充実し，普通学級の困り感のある児童対応にも活かすことができ，児童の落ち着きにつながった。

自己有用感をもって主体的に学ぶ朝日っ子の育成　　～校訓「元気で勉強　みんな仲よし」～

①全員参加のわかる授業（基礎学力の定着）　②志を高める教育活動の推進　③特別支援教育の充実　④感謝と思いやりの心の育成　⑤いじめの未然防止と早期発見対応　⑥運動週間の改善や定着化　⑦危険回避能力の育成（防災教

育）　⑧愛郷心の育成　⑨幼保小連携　⑩教職員の資質向上と業務改善（働き方改革）

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

1


